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人権身の上相談
勤め先、その他で、人権を侵害

されたとか、身の上のことでお困
りのとき、どうぞご利用ください。
東京法務局職員一足立区人権擁護
委員が相談に応じます。相談の秘
密は堅く守ります。相談日は毎月
第3金曜、午後時～4時、区
役所( 1階) 区民相談室。

交
通
事
故
で
困
っ
た
と
き
…

区
役
所
に
相
談
係
を
新
設

四
月
一
日
、
区
役
所
に
交
通
事
故
相
談
係
が
で
き
ま
し
た

。
こ
の
係
で
は
、

事
故
に
あ
っ
た
方
、
起
こ
し
た
方
の
示
談
亭
訴
訟
。賠
償
問
題
な
ど
に
つ
い
て

、

相
談
や
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
交
通
事
故
に
あ
っ
た
か
、
ど
う
し
た
ら
良
い
か

わ
か
ら
な
い
、
と
い
う
よ
う
な
と
き
に
は
、
ぜ
ひ
一
度
お
い
で
く
だ
さ
い
。

足
立
区
内
の
自
動
車
登
録
台
歎
は
、

現
在
一
一
万
台
。
十
年
前
の
二
万
台
と

比
べ
る
と
五
倍
に
も
な
り
ま
す
。
そ
れ

に
比
例
し
て
、
交
通
事
故
も
増
加
し
て

い
ま
す

。

新
聞
な
ど
で
交
通
事
故
の
記
事
を
見

て
も
、
他
人
ご
と
と
し
て
軽
く
読
み
す

ご
し
て
い
ま
す
か
、
ひ
と
た
び
自
分
が

事
故
に
あ
う
と
大
変
で
す
。

被
害
者
に
と
っ
て
は
、
父
や
夫
を
な

く
し
た
り
。
子
供
が
生
涯
の
不
具
者
に

な
る
な
ど
。
明
る
か
っ
た
家
庭
が
い
っ

ぺ
ん
に
暗
く
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
加
害
者
に
と
っ
て
も
、
そ
の
責

任
と
し
て

、
一
生
そ
の
償
い
を
し
て
い

か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
い
う
悲
惨

な
結
果
に
な
り
か
ね
ま
せ
ん
。

不
幸
に
し
て
、
事
故
に
あ
っ
た
と
き

ど
の
よ
う
に
対
処
す
れ
ば
よ
い
の
か
、

わ
か
ら
な
い
と
い
う
の
が
現
実
の
よ
う

で
す
。

そ
こ
で
、
区
で
は
、
こ
の
よ
う
な
境

遇
に
た
た
さ
れ
た
方
々
の
た
め
に
、
交

通
事
故
相
談
の
業
務
を
行
な
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。

□
相
談
の
内
容

交
通
事
故
に
伴
う
相
談

▼
各
種
ヶ
I
ス
に
応
じ
た
相
談

▼
損
害
賠
償
に
至
る
ま
で
の
経
路
と
手

続
き
な
ど
に
つ
い
て
の
相
談

保
険
金
ま
た
は損

害
賠
償
金
等
の
請
求

次
の
よ
う
な
請
求
事
務
で
、
手
続
き

か
わ
か
ら
な
い
場
合
、
区
で
お
手
伝
い

し
ま
す
。

▼
自
動
車
損
害
賠
償
法
に
よ
る
、
保
険

金
の
請
求
や
損
害
賠
償
金
の
請
求

▼
ひ
き
逃
げ
、
無
保
険
車
に
よ
る
、
損

害
て
ん
補
請
求

▼
交
通
災
害
共
済
見
舞
金
の
請
求

※
請
求
指
導
事
務
は
、特
別
な
事
情
が

あ
る
場
合
に
行
な
う
も
の
で
、
通
常
は

本
人
が
請
求
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

示
談
の
お
手
伝
い

被
害
者
か
加
害
者
の
一
方
ま
た
は
双
方
か
ら
申
し

出
が
あ
っ
た
場
合
、区
が
公
正
な
第
三
者
と
し

て
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

▼
示
談
に
つ
い
て

、
事
故
の
相
手
方
に

一

対
し
、
呼
び
か
け
を
し
ま
す
。

▼
公
正
、
中
立
の
立
場
か
ら
、
示
談
に

必
要
・な
資
料
、
様
式
の
提
供
や
助
言

な
ど
を
行
な
い
ま
す
。

訴
訟
・
調
停
へ
の
移
行

▼
訴
訟
を
起
こ
す
場
合

当
事
者
閧
で
示
談
や
調
停
か
成
立

し
な
か
っ
た
場
合
、
裁
判
で
争
う
こ

と
に
な
り
ま
す
。
交
通
事
故
の
損
害

賠
償
訴
訟
は
、
大
変
む
ず
か
し
い
た

め
弁
護
士
に
依
頼
す
る
の
か
、
一
番

よ
い
方
法
で
す
。

そ
の
と
き
に
、
弁
護
士
の
紹
介
を

行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
訴
訟
賢
用
の

な
い
方
の
た
め
に
、
法
律
扶
助
協
会

へ
の
あ
っ
せ
ん
と
、
そ
の
た
め
に
必

要
な
賢
料
様
式
な
ど
の
提
供
を
行
な

い
ま
す
。

▼
調
停
を
起
こ
す
場
合

当
事
者
双
方
が
主
張
を
譲
ら
ず
、

簡
易
裁
判
所
に
調
停
を
申
し
立
て
る

場
合
、
そ
の
手
続
き
に
つ
い
て
。の
助

一肩
と
必
要
な
資
料
様
式
な
ど
の
提
供

を
行
な
い
ま
す
。

□

相

談

の

方

法

区
役
所
一
階
に
、区
民
課
交
通
事
故

相
談
係
か
あ
り
ま
す
。
お
気
軽
に
お
い

で
く
だ
さ
い
。交
一通
事
故
・
保
険
な
ど
に

く
わ
し
い
職
貝
か
相
談
に
応
じ
ま
す
。

相
談
日
　
毎
週
月
曜
～
金
曜

午
前
九

時
～
午
後
四
時
(
旧
し
、
祝
日
は
除

き
ま
す
)

対
象

▼
本
人
ま
た
は
事
故
の
相
手
が
、
足
立

区
民
で
あ
る
こ
と

▼
事
故
発
生
場
所
が
、
足
立
区
を
中
心

に
お
お
む
ね
五
〇
㌔
㍍
の
範
囲
内
で

あ
る
こ
と

※
相
談
に
お
い
で
に
な
る
と
き
、
次
の

こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

▼
事
故
の
発
生
状
況
を
正
し
く
確
認
」

て
お
く
。

▼
相
手
方
の
事
情
(
住
所
・
氏
名
・
懼

話
・
動
務
先
・
保
険
の
種
類
な
ど
)

を
調
べ
て
お
く
。

▼
冶
療
費
そ
の
他
関
係
得
類
を
そ
ろ
え

て
お
く
。

ゆっくり走ろう…事故を起こさないために

国民 健康保険

保険料が改定されます
助産費は4 万円に

国
民
健
康
保
険
の
保
険
料
と
助
産
費

支
給
額
が
、
四
月
一
日
か
ら
改
定
さ
れ

ま
し
た
。

国
民
健
康
保
険
は
、
本
来
、
皆
さ
ん

の
納
め
ら
れ
る
保
険
料
と
国
庫
支
出
金

と
に
よ
っ
て
ま
か
な
わ
れ
、
皆
さ
ん
が

病
気
や
ヶ
ガ
を
さ
れ
た
と
き
、
安
心
し

て
冶
療
で
き
る
よ
う
に
す
る
相
互
共
済

の
制
度
で
す
。

し
か
し
、
実
際
は
年
々
増
大
す
る
医

療
賞
の
た
め
、
都
の
一
般
財
源
で
赤
字

分
を
補
て
ん
し
て
い
る
現
状
で
て

こ

の
頷
も
最
近
で
は
、
保
険
料
を
う
わ
ま

わ
る
程
多
額
に
な
っ
て
い
ま
す

。

ま
た
、
都
内
に
お
い
て
も
市
町
村
で

は
、
年
々
保
険
料
を
改
定
し
て
い
る
た

め
、
二
十
三
区
の
保
険
科
と
比
較
し

て
、
現
在
そ
の
格
差
が
非
常
に
大
き
く

な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
ぴ
の
改
定
は
、
こ
う
し
た
不

均
衡
を
是
正
す
る
こ
と
と
、
国
民
健
康

保
険
の
財
政
を
健
全
化
す
る
た
め
に
行

な
っ
た
も
の
で
す
。

ま
た
、
同
時
に
助
・苣
費
の
支
給
額
に

つ
い
て
も
、
給
付
水
準
を
引
上
げ
る
た

め
改
定
を
行
な
い
ま
し
た
の
『

皆
さ

ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す

。

改
定
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

新
し
い
保
険
料

▽
均
等
割
額

被
保
険
者
一
人
に
つ
き
従
来
は
六

百
円
で
し
た
が
、
四
月
か
ら
は
二
千

四
百
円
に
な
り
ま
す
。

▽
所
得
割
額

従
来
と
お
り
で
変
更
は
あ
り
ま
せ

ん
。

箭

年
度
の
住
民
税
額
の
百
分

の
百
十
二
相
当
額
)

▽
賦
課
限
度
額

年
間
保
険
料
と
し
て
か
け
ら
れ
る

最
高
限
度
額
の
こ
と
で
す
。
均
等
割

額
と
所
得
割
額
の
合
計
の
上
限
か
、

従
来
は
八
万
円
で
し
た
か
、
匸
一
万

円
に
引
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

保
険
料
の
軽
減

従
来
か
ら
所
得
額
の
低
い
ご
家
庭
の

保
険
料
均
等
割
分
を
軽
減
し
て
き
ま
し

た
が
、
四
月
か
ら
さ
ら
に
軽
減
額
が
引

上
げ
ら
れ
ま
す
。

①
世
帯
主
お
よ
ぴ
そ
の
世
帯
内
内
被
保

険
者
の
昭
和
无
十
年
中
の
所
得
の
き

算
額
が
、一
九
万
円
そ
こ
凡
な
い
は

帯
は
、敖
保
険
者
一
人
に
つ
三
一

四
四
〇
円
か
軽
減
さ
れ
ま
す

(
従
来
は
三
六
〇
円
)

②
世
帯
主
お
よ
び
そ
の
‘世
帯
内
の
被
保

険
者
の
昭
和
五
十
年
中
の
所
得
の
合

算
額
が
、
①
の
一
九
万
円
と
「
世
帯

主
を
除
く
被
保
険
者
の
数
に
一
三
万

円
を
か
け
た
額

」
の
合
算
額
以
下
の

皀
帯
は
、
被
保
険
者
一
人
に
つ
き
、

九
六
〇
円
が
軽
減
さ
れ
ま
す
。(
従

。
来
は
二
四
〇
円
)

▽
手
続
き
、
そ
の
他
く
わ
し
い
こ
と
に

一
つ
い
て
は
国
民
健
康
保
険
課
賢
格
賦
課

係
へ
ど
う
ぞ
。

助
産
費
の
増
額

昭
和
五
十
千
吸
玉

ご
、
助
感
荷
は
二

万
円
て
し
た
か
、
昭
和
九
十
一
年
四
月

一
口
出
産
し
た
分
か
ら
、
四
万
円
に
増

額
さ
れ
ま
す
。

申
請
に
は
、
保
険
証
、
川
了
手
帳
、

印
か
ん
か
必
要
で
す
。

印鑑登録替え
手続きはおすみですか

昨
年
の
十
月
一
日
か
ら
、
印
鑑
登

録
証
明
の
制
度
か
改
正
さ
れ
、
現
在

区
内
の
各
出
張
所
で
は
、

登
録
替
え
の
手
続
き
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
、
手
続
き
の
済
ん

て
い
な
い
方
は
、
九
月
三

十
日
ま
で
に
済
ま
せ
て
く

だ
さ
い
。
こ
の
期
間
中
に

手
続
き
を
し
な
い
と
、印

鑑
登
録
は
無
効
に
な
り
。

新
規
登
録
の
扱
い
に
な
り

ま
す
。

以
前
に
(
ガ
キ
で
指
定
さ
れ
た
月

で
な
く
て
も
け
っ
こ
う
で
す
、
ご
都

合
の
良
い
日
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の

◎
本
人
が
申
誦
す
ろ
場
令

▽
回
答
書
(
な
く
し
た

場
合
は
運
転
免
許
証
で

も
よ
い
)

▽
実
印
(
登
録
印
鑑
)

◎
代
理
人
が
申
謂
す
る
場

合▽
回
答
將
、
代
理
権
授

与
通
知
再
…
ど
ち
ら
も

本
人
か
記
入

▽
木
人
の
登
録
印
鑑

▽
代
理
人
の
印
鑑

問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
住
民
記

録
係
へ
ど
う
ぞ
。

こ
の
印
鑑
登
録
証
が
も
ら
え
ま
す

五
十
一
園
目

い
り
や
保
育
園
が
開
園

園
児
を
募
集
し
ま
す

区
で
は
、
長
期
基
本
計
画
に
も
と
づ

弋

保
育
園
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す

が
、
五
月
に
一
つ
、
六
月
に
二
つ
の
保

育
園
が
開
園
し
ま
す
。

区
立
の
保
育
園
は
、
こ
の
三
つ
を
加

え
る
と
、
五
十
ー
園
に
な
り
ま
す
。こ

れ
は
二
十
三
区
で
も
、
一
番
多
い
数
字

で
す
。新
し
く
で
き
る
保
育
園
は
次
の

と
お
り
で
す
。

新
設
の
保
育
園

▼
西
新
井
本
町
保
育
園
(
五
月
開
園
)

所
在
地
・・・酉
新
井
二
丁
目
四
上

一
四

定
員
・・一百
二
十
名

建
物
延
面
積
・・・

七
一
五
平
方
㍍
(

鉄
筋
二
階
建
)

▼
い
り
や
第
一
保
育
園
(
六
月
開
園
)

所
在
地
…
舎
人
町
二
二

三

定
員
・
:百
名

建
物
延
面
積
・・・
四
九

九
平
方
㍍
(
郎
住
内
併
設
)
写
真
左
上

▼
い
り
や
第
二
保
育
園
(
六
月
開
園
)

所
在
地
・・・
舎
人
町
二

こ
三

定
員
…
百
名

建
物
延
面
積
・・・
四
九

九
平
方
㍍
(
祁
住
内
併
・設
)
写
真
左
下

園

児

募

集

い
り
や
保
育
園
の
園
児
を
、
四
月
と

七
月
の
二
回
に
わ
け
て
募
集
し
ま
す
。

入
園
は
、
六
月
と
九
月
に
な
り
ま
す
。

な
哲

西
新
井
本
町
保
育
園
の
募
集
は
、

か
お
り
ま
し
た

。

申
込
期
間
…
四
月
二
十
一
日
(
水
)
～

二
十
七
日
(
さ

申
込
場
所
…
あ
な
た
の
お
住
ま
い
そ
管

轄
す
る
福
祉
事
務
所
へ
。

申
込
み
に
必
要
な
も
の
…
昭
和
五
十
年

度
特
別
区

民
税

額
の
わ
か
る
も
の
(

課
税
証
明
書
、特
別
徴
収
通
知
書
、

納
入
通
知
書
の
い
す
れ
か
)

▽
昭
和
五
十
年
分
所
得
税
額
の
わ
か

る
も
の
(

課
税
証
明
書
、
源
泉
徴
収

票
、
納
税
通
知
書
の
い
す
れ
か
)

▽
旧
和
五
十
年
度
固
定
賢
産
税
額
の

わ
か
る
も
の
(
土
地
・
家
屋
啻
お
持

も
の
方
だ
け
)

▽
印
か
ん

セ ンター・児童館・老人館 だよ り

□
東
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
六
〇
五
―
七
一
〇
一

■
文
学
室
-
四
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
一
時
三
十
分
・
・
・
テ
寺
(

卜
代
四
百
九
十
円

■
子
ど
も
映
画
会
1
四
月
二
十
八
日
(
水
)
午

後
二
時

□
中
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
八
八
九
丿
四
六
六
一

■
老
人
慰
安
浪
曲
大
会
-
四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時

□
西
部
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
八
九
七
-
五
〇
一
六

■
ゲ
ー
ム
遊
び
-
四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
前
十
時
■
セ
ン
タ
ー

五
蔵
バ
ー
ス
デ
ー
の
集
い
I
四
月
二
十
八
日
(
水
)
午
後
三
時

□
千
佳
区
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
八
八
二
-
二
七
六
五

■
老
人
踊
り
教
室
-
四
月
二
十
一
日
(
水
)
午
前
十
時
三
十
分

■
子
ど
も
映
画
会
-
四
月
二
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時
三
十
分

□
新
田
児
童
館
・
老
人
館
　
九
一
二
-
三
四
二
一

■
老
人
茶
道
教
室
―
四
月
二
十
二
日
(
木
)
午
前
十
時

■
ギ
タ
ー

教
室
-
四
月
二
十
四
日
(
土
)
午
後
二
時

■
老
人
映
画
会
一
四
月

こ
十
五
日
(
日
)
午
後
一
時

□
千
住
あ
ず
ま
児
童
館
・
老
人
館
　
八
八
二
-
一
二
一
二

■
老
人
生
花
教
室
会
貝
募
集
1
定
貝
二
十
名
、
申
込
み
は
四
月
二
十

一
日
(
水
)
か
ら

□
本
木
東
児
童
館

　
八
四
九
-
三
〇
〇
五

■
紙
芝
居
i
四
月
二
十
日
・
二
十
七
日
(
火
)
午
後
三
時
三
十
分

■
こ
い
の
ぼ
り
共
同
製
作
―
四
月
二
十
二
日
(
木
)
～
四
月
二
十
五

日
(
日
)
午
後
三
時
…
対
象
1
小
学
四
～
六
年
生
、定
員
十
名

■
子
ど
も
模
擬
店
-
五
月
五
日
(
水
)
午
後
一
時
三
十
分
～
四
時

□
教
育
セ
ン
タ
ー

　
八
五
〇
-
八
八
〇
一

■
英
会
話
ク
ラ
ブ
(
前
期
)
-

五
月
八
日
～
九
月
十
八
日
の
毎
週
土

曜
日
午
後
二
時
三
十
分
、
対
象
-
区
内
中
学
生

定
員
i
先
着
四
十

五
名

教
材
費
無
科

、
申
込
み
は
四
月
二
十
一
日
(
水
)
か
ら

■
英
会
話
教
室
(
前
期
)
-
五
月
八
日
～
九
月
十
八
日
の
毎
週
土
曜
日

午
後
四
時

対
象
-

一
般
区
民

定
員
-
先
着
四
十
五
名

教
材
費

丿
自
己
負
担

申
込
み
は
四
月
二
十
一
日
か
ら

□
花
畑
区
民
セ
ン
タ
ー
　
八
五
〇
-
二
六
一
七

■
消
費
者
講
座
i
四
月
二
十
日
(
火
)
午
前
十
時
・
・
・
塩
化
ビ
ニ
ー
ル
、

食
品
包
装
容
器
の
安
全
性

四
月
二
十
二
日
(
木
)

午
前
十
時
・・・
楽

し
い
リ
フ
ォ
ー
ム

■
フ
オ
ー
ク
ダ
ン
ス
ー
四
月
二
十
四
日
(
土
)

午
後
二
時

■
親
子
コ
ー
ラ
ス
ー
毎
月
第
二
・
四
木
昭
日
午
後
三
時

〔
申
込
み
と
く
わ
し
い
こ
と
は
、
直
接
各
施
設
の
事
務
室
へ
〕

休
日
診
療
所
の
ご
利
用
を

休
日
の
急
病
の
と
き
は
休
日
診
療
所
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

。
午
前
1

時
～
午
後
四
時
ま
で
内
科
、
ふ
児
科
の
診
療
を
し
て
い
ま
す
、
な

お
、受
診
の
と
き
は
、
必
ず
健
康
保
険
証
等
を
お
持
ち
く
だ
さ
い

。

▼
江
北
休
日
診
療
所
・
・
・
江
北
六
上
六
上
〒
一
〇
1
江
北
保
健

相
談
所
内
▼
綾
瀬
休
日
診
療
所
…
東
綾
瀬
一
万
人
七
東
部

匯
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
地
内
(
綾
瀬
駅
下
戀
九
分
)
▼
千
住
休
日
診
療
所
…

不
住
仲
町
一
五

医
師
会
館
内
(
北
不
住
駅
下
車
十
分
)

▼
竹
の
塚
休
日
診
療
所
・
・
・
竹
の
塚
二
-
二
五
1
二
}
教
育
セ
ン
タ

ー
内
(
竹
の
塚
駅
下
車
十
分
)

■ 区役所( 教育委員会を含む) 882- 1111　第二庁舎889- 6161　足立福祉事務所888- 3141　中部福祉事務所889- 1481　東部福祉事務所605- 7105　西部福祉事務所897- 5011
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恵
ま
れ
な
い
家
庭
の
な
か
に

心
の
か
よ
う
社
会
福
祉
事
業
を
…

区
内
に
は
、
経
済
的
ま
た
は
家
族
な
ど
に
恵
ま
れ
ず
、
不
安
な
毎
日
を
送
ら
れ
て
い
る
方
が
ま
だ
お
い
で
で
す
。
そ

こ
で
、
社
会
福
祉
の
充
実
を
め
ざ
し
、
今
年
も
欄
々
の
福
祉
事
業
を
行
な
っ
て
い
き
ま
す
。
生
活
に
お
困
り
の
方
や
身

沐
に
障
害
の
あ
る
方
。
さ
ら
に
、
ね
た
き
り
で
生
活
さ
れ
て
い
る
お
年
寄
り
の
方
へ
の
事
業
、
共
働
き
の
ご
家
庭
の
幼

児
の
健
全
育
成
な
ど
に
、
区
で
は
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

ね
た
き
り
の
お
年
寄
の
方
へ

区
で
は
、
老
す
い
や
傷
病
の
た
め
、

日
常
生
活
に
支
陣
が
あ
っ
て
篇
時
家
族

の
介
護
を
必
要
と
す
る
六
1
盍
歳
以
上

の
方
を
対
象
に
次
の
よ
う
な
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
本
人
や
家
族
の
負
担

を
少
し
で
も
軽
く
す
る
た
め
各
"
業
を

有
効
に
利
用
さ
れ
る
よ
う
ご
あ
ん
な
い

し
ま
す
。

(
1
)
老
人
福
祉
手
当

自
宅
で
六
か
月
以
上
ね
た
き
り
(
日

光
浴
等
の
た
め
、
庭
を
散
歩
で
き
る
程

度
を
含
む
)
の
状
態
に
あ
る
場
合
、
ま

た
は
引
続
き
六
か
月
以
上
人
院
し
て
い

る
場
合
に
福
祉
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。
(
本
人
や
家
族
の
所
得
、
お
よ
び
他

の
年
金
に
関
係
な
く
支
給
さ
ま
す
す
)
(
(
(

m
手
が
の
甎

月
額
(
千
万
百
(
(

(
イ
)
申
請
手
続
き
…
老
人
助
成
係
へ

①
住
民
票
の
世
帯
全
員
の
写
し

②
本
人
名
儀
の
頂
金
通
帳
(
郵
便
預

金
を
除
く
)

③
印
鑑

回
日
常
生
活
用
具
の
貸
与
ま
た
は
支
給

比
較
的
低
所
得
世
帯
の
ね
た
き
り
の

方
を
対
象
に
、
‘
次
の
日
常
生
活
用
具
を

貸
与
ま
た
は
支
給
し
ま
す
。
(
(
(

m
種
別

①
特
殊
寝
台

鉄
製
の
寝
台
で
前
後
の
部
分
が
手
助

で
上
下
し
ま
す
。

②
無
湿
ふ
と
ん

最
近
開
発
さ
れ
た

ウ
レ
タ
ン
製

品

で
、
湿
気
を
防
ぐ
マ
'
ド
レ
ス
式
の

ふ
と
ん

⑤
便
座

寝
室
で
便
用
す
る
も
の
と
、
ト
イ
レ

に
据
付
け
、
洋
風
式
に
使
用
す
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
(
イ
)

申
請
請
手
続
き

印
鑑
を
持
参
の
う
え
、
所
管
の
福
祉

斟
務
'

‘

即
見
舞
品
の
贈
呈

老
人
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方

の
病
苦
を
慰
め
る
た
め
、
年
に
一
回
お

見
舞
の
品
を
贈
呈
し
ま
す
。

(
4
)
連
連
絡
用
ブ
ザ
ー
の
取
付
　

ね
た
き
り
の
方
と
、家
族
と
常
時

絡
を
図
り
、あ
わ
せ
て
事
故
を
防
止
す

る
た
め
居
室
閭
に
ブ
ザ
ー
を
取
付
け
ま

す
。(
(
し
し
し

申
請
手
続
き

印
鑑
を
持
参
の
う
え
老
人
助
成
(
へ

即
巡
回
入
浴

自
宅
で
入
浴
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

そ
対
象
に
、
足
立
新
生
苑
の
特
殊
浴
槽

を
利
用
し
て
入
浴
廾
-
ビ
ス
を
実
施
す

る
と
共
に
自
宅
と
ホ
ー
ム
閧
を
巡
回
用

自
動
車
『
い
で
ゆ

』号
で
送
迎
し
ま
す
。

(
ア
)
申
請
手
続
き

希
望
さ
れ
る
方
は
老
人
助
成
係
へ
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

(
6
)
家
事
援
助
者
の
雇
用
費
を
助
成

比
較
的
低
肺
得
世
帯
を
対
象
に
、
家

族
の
介
護
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
、
家

事
援
助
者
の
瀕
用
費
を
週
一
日
、
月
四

日
の
割
合
で
全
額
助
成
し
ま
す
。

(
ア
)
申
請
手
続
き

住
民
票
の
世
帯
全
貝
の
写
し
と
印
鑑

を
持
参
し
て
老
人
助
成
係
へ

(
7
)
老
人
家
庭
奉
仕
員
の
派
遣

低
所
得
世
帯
を
対
象
に
、
家
族
の
介

踐
負
担
を
軽
く
し

、
相
談
等
に
応
じ
る

た
め
、
週
一
回
!

一
回
の
割
合
で

、
申

請
の
ご
家
庭
に
老
人
家
庭
奉
仕
員
を
派

遣
し
ま
す
。

(
ア
)
申
請
手
続
き

印
鑑
を
持
参
の
う
え
福
祉
事
務
所
へ

(
8
)
そ
の
他

(
1
)
～
(
7
)
以
外
の
ね
た
き
り
の
お
年
寄

の
襭
祉
に
っ
い
て
け
相
耨

指
4
お
よ

び
関
係
機
関
へ
の
紹
介
等
は
、
所
管
の

各
福
祉
事
務
所
へ
。

身
体
障
害
者
の
方
へ

「
郵
便
は
が
き
」
を

四
月
二
十
日
発
行
の
「
身
体
障
害
者

福
祉
強
調
運
動
に
ち
な
ひ
郵

便
は

が

き
」
が
無
料
で
配
布
さ
れ
ま
す
。

次
に
骸
当
す
る
方
は
、
お
申
出
く
だ

さ
い
。

▽
配
布
対
象

身
体
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
お

り
、
障
害
程
度
が
一
級
ま
た
は
二
級
に

骸
当
し
、
満
六
歳
以
上
の
方

▽
配
布
枚
数

申
出
の
あ
っ
た
方
お
I
人
に
っ
き
二

十
枚
を
郵
便
局
か
ら
郵
送
し
ま
て

▽
申
請
方
法

お
近
く
の
郵
便
局
へ

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

身
体
障
害
者
手
帳
と
印
鑑

▽
申
請
期
限

昭
和
五
十
一
年
五
月
十
日
(
月
)
ま
で

▽
そ
の
他

申
請
用
紙
(
整
理
槊
)
は
、郵
便
局
、

福
祉
事
務
所
、
区
役
所
援
喫
課
に
備
え

て
あ
り
ま
す
。
な
お
、
申
出
は
代
理
人

ま
た
は
郵
送
で
も
受
付
け
ま
す
。
(
郵

送
は
受
持
集
配
局
あ
て
)

家
庭
福
祉
員
を
募
集

区
で
は
、
保
育
に
欠
け
る
乳
児
の
た

め
、
ご
家
庭
で

、
保
育
を
引
受
け
て
く

だ
さ
る
ご
婦
人
そ
募
集
し
て
い
ま
す
。

▽
資
格
　
二
十
五
歳
以
上
六
十
歳
未
満

で
保
母
、
教
員
、
助
産
婦
、
保
健
婦
、

看
護
婦
、
栄
養
士
の
資
格
か
あ
る
方

▽
必
要
な
設
備
　
保
育
に
使
用
で
き
る

六
旻
以
上
の
部
屋
が
あ
る
こ
と

▽
保
育
対
象
児
　
三
歳
未
満
児
を
三
人

ま
で
保
育

▽
保
育
運
営
費
　
保
護
者
か
ら
受
託
料

と
し
て
一
人
に
つ
き
月
額
一
万
円

区
か
ら
一
人
に
つ
き
月
額
二
万
四
千
円

そ
の
他
設
備
費
年
十
万
円
な
ど
補
助

▽
応
募
お
よ
び
問
い
合
わ
せ
先
　
区
役

所
育
成
係
へ
ど
う
ぞ

心
身
障
害
者
の
方
へ

福
祉
手
当

心
身
障
害
者
福
祉
手
当
(
区
制
度
)

や
。支
給
し
ま
す
。
四
月
期
分
は
四
月
二

十
五
日
頃
ま
で
に
指
定
の
金
融
機
関
に

振
り
込
み
ま
す
の
で
お
受
け
と
り
く
だ

さ
い
。
な
お
、
該
当
す
る
方
で
ま
だ
申

請
さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
お
早
め
に
手

続
き
そ
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
支
給
要
件

(
1
)
足
立
区
内
に
居
住
の
方

(
2
)
満
二
十
歳
以
上
の
方

(
3
)
障
害
の
程
度

①
身
体
障
害
者
手
帳
一
級
、
二
級

②
愛
の
手
帳
一
度
、
二
度
、
三
度

③
脳
性
マ
ヒ
、
進
行
性
筋
萎
縮
症

た
だ
し
、
施
設
入
所
し
て
い
る
方
と

老
人
福
祉
手
当
を
受
給
し
て
い
る
方
は

該
当
し
ま
せ
ん
。

▽
手
当
の
金
額
　
月
額
五
千
五
百
円

▽
支
給
時
期
　
四
月
、
(
月
、
十
二
月

の
年
三
回
、
各
支
給
月
の
二
十
五
口

頃
に
口
座
に
振
込
み
ま
す
。

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

(
1
)
印
鑑

(
2
)
身
体
陣
害
者
手
帳
ま
た
は
愛
の
手

帳
(
③
に
骸
当
す
る
方
で
手
帳
の

な
い
方
は
診
断
I
y
必
要
で
す
)

(
3
)
障
害
者
本
人
名
儀
の
頂
金
口
座

(郵
便
局
そ
除
く
)

(
4
)
住
民
票
の
写
し
(
障
害
者
本
人
の

み
)

▽
申
請
・
問
い
合
わ
せ
は
、
区
役
所
援

護
係
へ
ど
う
ぞ
。

身
体
障
害
者
と
家
族

の
慰
安
激
励
大
会

日
時
　
五
月
九
日
(
日
)
午
後
一
時

会
場
　
区
産
業
振
興
館
公
会
堂
(
区
役

所
と
な
り
)

主
催
　
足
立
区
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

問
い
合
わ
せ
先
　
足
立
区
身
体
障
客
者

福
祉
協
会
会
長

百
目
鬼
専
一
(
六

月
二
上

三
〒

匸
　

曾
(
'
公

了

三
七
五
四
)
ま
で

国
民
年
金
の
お
知
ら
せ

▽
保
険
料
の
時
効

国
民
年
金
保
険
料
は
、
納
期
限
か
ら

二
年
を
す
ぎ
る
と
時
効
と
な
り
、
あ
と

か
ら
で
は
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
、

た
と
え
ば
、
昭
和
四
十
九
年
一
月
、

二
月
、
三
月
分
の
保
険
料
は
、
昭
和
五

十
一
年
五
月
一
日
以
後
は
納
め
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。

も
う
一
度
お
手
む
と
の
領
収
証
書
を

お
調
べ
く
だ
さ
い
。

▽
納
期
の
お
知
ら
せ

昭
和
五
十
一
年
度
第
一
期
分
(
四

月
、五
月
、六
月
)
保
険
料
の
納
期
は
、

四
月
三
十
日
で
す
。

問
い
合
わ
せ
は
、
国
民
年
金
浬
検
露

係
へ
。

■
ス
ポ
ー
ツ
傷
害

保
険
に
加
入
を

申
込
み
受
付
期
間
　
三
月
一
日
～
七
月

三
十
一
日
ま
で

対
象
　
ス
ポ
ー
ツ
お
よ
び
社
会
教
育
関

係
団
体
の
榊
成
員
(
十
名
以
上
)

保
険
料
　
年
額
三
百
円

間
い
合
わ
せ
は
、
教
育
委
員
会
体
育
諌

へ
ど
う
夕

青
少
年
に
潤
い
の
場
を

青
年
祭

青
年
祭
に
い
ら
っ
し
や
い
ま
せ
ん

か
。
青
年
館
の
増
築
オ
ー
ブ

ぷ
・記
念

し
、
区
内
の
粁
年
サ
ー
ク
ル
の
手
に
よ

り
、盛
大
に
青
年
象
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

期
日
　
肓
年
象
…
四
月
二
十
四
日
(
土
)

二
十
五
日
(
口
)

展
示
会
・・・
四
月
十
九
日
(
月
)
～
二

十
五
日
(
日
)

場
所
　
足
立
区
青
年
鴕
新
館
(
東
武
大

師
締
、
大
師
前
駅
下
庫
)

催
し
も
の
内
容

○
二
十
四
日
(
士
ギ

前
夜
祭
ぺ
1
・フ
ィ

ー
(
社
交
ダ
ン
ス
、コ
ン
升
L

ほ
か
)

○
二
十
万
川
(
日
)
…
開
館
祝
賀
パ
ー

テ
ィ
ー
、
記
念
講
演
)

〈
各
種
催
し
も
の
〉

ゲ
ー
ム
コ
ー
ナ
ーー
、
も
ち
・つ
き
、
レ

ク
ゲ
ー
ム
、
墺
擬
店
(
喫
き

コ
ン

サ
ー
ト
(
フ
ォ
ー
ク
バ
ン
ド
、
エ
レ

キ
バ
ン
ド
)
、
お
茶
会
、
レ
コ
ー
ド

艦
X

、
足
立
区
の
占
典
芸
能
、
民
芸

品
展
。

○
十
九
日
(
月
)
～
二
十
五
日
(
日
)

き
青
年
団
体
刑
I
ク
ル
の
月
常
汚
動

の
発
表
展
示
会
、
青
年
鴕
増
築
推
進

運
動
賢
料
展

く
わ
し
い
問
い
合
わ
せ

青
年
館
　
(

九
〇
-
O
O
六
一
ま
で

■
青
年
館
に
結
婚
式

専
用
の
電
話
が
誕
生

三
月
二
十
日
発
行
の
区
の
お
知
ら
せ

で
既
報
の
と
お
り
、
青
年
館
増
築
に
と

な
い
、結
婚
式
の
取
扱
い
専
用
電
話

を
設
け
ま
し
た
。ご
利
用
く
だ
さ
い
。　

八
九
〇
-
○
○
七
八
)

な
お
、
結
婚
式
場
関
係
以
外
の
ご
用

件
は
従
来
ど
お
り
で
す
。

な
お
、
結
婚
式
場
の
あ
る
既
設
館
を

改
修
す
る
た
め
、
六
月
～
(
月
ま
で
の

四
か
月
間
は

、
結
婚
式
掲
の
業
務
を
休

ま
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

勤
労
青
少
年
寮
の
入
寮
者
募
集

こ
の
ほ
ど
、東
京
都
足
立
区
立
勤
労

青
少
年
寮
に
空
室
が
で
き
ま
し
た
の
で

次
の
と
お
り
入
寮
者
そ
胯
集
し
ま
す
。

募
集
人
員
　
二
十
一
名

募
集
期
間
　
四
月
二
十
六
日
(
月
)
～

五
月
十
口
(
月
)
ま
で

応
募
資
格

(
1
)
単
身
男
子
で
あ
る
こ
と
。

(
2
)
都
内
の
中
小
企
業
に
勤
務
し
て
い
る

こ
と
。

(
3
)
年
齢
が
十
五
歳
以
上
、二
十
四
歳
未

鵬
。(入
寮
後
二
十
五
歳
に
な
っ
た
時

点
て
、退
寮
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
)

(
4
)
申
込
み
日
三
か
月
前
の
平
均
月
収
が

十
万
円
以
下
で
あ
る
こ
弋

(
5
)
従
業
賊
寮
が
な
い
場
合
、ま
た
は
従

業
員
寮
が
あ
っ
て
も
入
寮
で
き
な
い

状
況
に
あ
る
こ
と
。

(
6
)
現
状
の
居
住
状
態
が
、次
の
い
ず
れ

か
に
該
当
す
る
こ
と
。

○
一
人
肖
り
の
居
住
面
積
が
四
・
九
平

方
メ
ー
ト
ル
以
下
(
三
畳
未
満
)
の

場
合
。

○
月
額
家
賃
が
平
均
月
収
の
二
十
(
-

セ
ン
ト
以
上
の
場
合
。

○
住
宅
以
外
の
建
物
に
住
ん
で
い
る
場

今
。

申
込
方
法

申
込
み
期
間
内
に
ご

入
寮
申
込
書
」

と
『
勤
務
証
明
書
』
を
持
参
ま
た
は
郵

送
で
申
込
み
く
だ
さ
い
。
な
お
、
応
募

用
紙
は
区
役
所
商
工
係
と
足
立
区
立
勤

労
青
少
年
寮
(
千
佳
桜
木
一
〒

一
五
一

一
-
一
〇
二
)

に
あ
り
ま
す
。

選
定
方
法

申
込
み
者
多
数
の
場
合
は
、五
月
十

五
日
(
土
)
抽
せ
ん
に
よ
り
入
寮
者
お

よ
び
袖
欠
者
を
決
定
し
ま
す
。

申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

区
役
所
商
工
係
へ
ど
う
ぞ
。

そ
の
他
使
用
料
は
月
額
二
七
い
の
I

円
、
入
寮
日
は
六
月
十
四
日
(
月
)

～
七
月
十
三
日
(

火
)
ま
で
。

あ
な
た
は
タ
バ
コ
を

ど
こ
で
買
い
ま
す
か

区
の
収
入
の
な
か
に
「特
別
区
た

ば
こ
消
費
税
」と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。こ
れ
は
、区
内
で
売
れ
た
た
ぱ

こ
の
総
売
上
本
数
に
よ
っ
て
、専
売

公
社
か
ら
区
へ
納
め
ら
れ
る
税
金
な

の
で
す
。

皆
さ
ん
が
、
た
ば
こ
を
区
内
で
買

う
と
、
そ
れ
だ
け
区
の
収
入
が
増
え

る
こ
と
に
な
り
ま
す
、

昭
和
四
十
九
年
度
は
約
十
一
億
四

千
万
円
の
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。
た

と
え
ば
、
保
育
園
を
建
て
る
の
に
一

億
五
千
万
円
か
か
る
と
す
る
と
、
約

八
圜
が
で
き
る
金
額
で
す
。

ま
た
、
区
内
で
昭
和
四
十
九
年
度

に
売
れ
た
総
本
数
は
、
約
十
四
億
五

千
万
本
で
、
人
ロ

ー
人
当
り
二
千
三

百
(

十
本
に
な
り
ま
す
。

千
代
田
区
の
三
万
三
千
九
百
本
、

中
央
区
の
二
万
四
千
(
百
本
に
く
ら

べ
る
と
I
割
に
も
足
り
ま
せ
ん
。

こ
の
数
字
か
ら
、
都
心
へ
勤
め
に

出
る
人
が
、
た
ば
こ
を
勤
務
先
で
買

う
こ
と
が
多
い
の
が
わ
か
り
ま
す
。

区
民
の
み
な
さ
ん
が
、た
ば
こ
を

区
内
で
買
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
区
の

財
政
が
う
る
お
い
、
一
つ
で
も
多
く

み
な
さ
ん
の
為
に
な
る
痲
業
が
で
き

ろ
の
で
す
。

ど
う
か

た
ば
こ
は
区
内
で
冐
い

ま
し
ょ
う
J
の
運
動
に
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

〔お
詫
び
〕

毎
号
掲
載
の
「同
和
問
胆
の
理
解

の
た
め
に
」は
、今
回
都
合
に
よ
り

休
載
い
た
し
ま
す
。

改正された軽自動車脱

地
方
税
法
の
改
正
に

も
と
づ
く
、
東
京
都
足

立
区
特
別
区
税
条
例
の

改
正
で
、
軽
自
動
車
税

は
下
表
の
よ
う
に
、
本

年
度
分
(
四
月
)
か
ら

改
定
に
な
り
ま
し
た
。

原
助
機
付
自
転
車
・

軽
自
動
取
お
よ
び
小
型

特
殊
自
動
車
・
二
倫
の

小
型
自
動
車
を
所
有
し

て
い
る
方
は
、
税
率
が

変
わ
り
ま
し
た
の
で
ご

留
意
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、区
役

所
課
税
課
へ
。

〔軽自動車税の税率〕

掲
示
板

■
信
用
金
庫
に
広
報

ス
タ
ン
ド
を
設
置

区
内
は
こ
れ
ま
で
、区
内
の
各
駅

に
広
報
ス
タ
ン
ド
を
附
き
、み
な
さ

ま
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
い
ま
す

が
、四
月
一
日
か
ら
区
内
に
あ
る
借

用
金
庫
(
二
十
九
の
本
支
店
待
合
室
)

に
も
新
設
し
ま
し
た
。

区
内
広
報
資
料
を
用
意
し
ま
し
た

の
で
、お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■

区

民

ハ

イ

キ

ン

グ
　
(

智
恵
子
抄
の
安
達
太
良
山
へ
)

期
日
　
五
月
二
十
九
日
(
土
)
～
三

十
日
(
日
)

、
夜
行
日
帰
り
(
往

復
デ
ラ
J

ク
ズ
バ
ス
)

場
所
　
福
島
県
安
達
太
良
山
(
磐
梯

朝
日
国
立
公
園
内
)

集
合
時
間
と
場
所
　
五
月
二
十
九
口

午
後
十
時
、
区
役
所
本
庁
舎
前

定
員

五
十
名
(
先
着
順
)

会
費
　
四
、
八
〇
〇
円

申
込
み
先
　
参
加
希
望
の
方
は
会
費

を
添
え
て

、
左
記
(
足
立
区
山
岳

連
盟
)
へ
お
申
込
み
く
だ
さ
い

。

▽
駒
草
山
荘
、千
佳
一
一
(
八
　

(
八
一
-
二
円
九
〇

▽
マ
ツ
ノ
ヌ
ポ
ー
ツ
、
関
原
ニ
ー
一

六
I

匸

、　
(
(

七
-
(

九
一

九
、
の
い
ず
れ
か
へ
。

主
催
　
足
立
区
体
育
協
会
(
山
岳
連

盟
)

■
栄
養
指
導
講
習

「
貧
血
を
防
ぐ
た
め
の
食
生
活
」

日
時
　
五
月
十
日
(
月
)
午
後
一
時

三
十
分
～
四
時

場
所
　
東
和
保
健
相
談
所
(
東
和
四

丁
目
一
〇
-
一
こ
)

内
容
　
貧
血
と
は
、
貧
血
と
食
蓼
、

献
立
と
調
理
実
習

費
用
　
無
料

申
込
み
　
電
胝
で
東
和
保
健
相
談
所
(

六
〇
六
-
四
一
七
一
)
へ

。

■
学
校
給
食
費
を

改
定

昭
和
五
十
一
年
四
月
か
ら
、小
中

学
校
の
給
食
費
が
次
の
表
の
と
お
り

改
定
と
な
り
ま
す
。

牛
乳
は
昨
年
の
四
月
頃
と
比
較
し

て
四
円
五
〇
銭
値
上
げ
さ
れ
て
お

り
、
パ
ン
・
匐
か
ず
も
今
後
値
上
り

が
予
想
さ
れ
ま
す
の
で
、
現
行
の
頸

に
据
え
お
く
こ
と
が
困
難
と
な
り
、

改
定
を
行
な
っ
た
も
の
で
す
。

子
供
の
健
康
確
保
に
必
要
な
、栄

養
価
の
高
い
給
食
を
作
る
た
め
、保

溲
者
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

な
お
、保
麗
者
負
担
の
軽
減
を
図

る
た
め
、区
内
は
昨
年
度
と
同
額
を

補
助
し
ま
す
。

学校給食費改定額( 月額)

■
戸
籍
騰
・
抄
本
が

一
通
二
百
円
に

こ
の
ほ
ど
、
戸
籍
手
数
料
が
改
定

さ
れ
、
五
月
一
日
か
ら
戸
籍
謄
本
・

抄
本
の
手
数
料
は
、
枚
数
に
関
係
な

く
一
通
に
つ
き
、
二
百
円
に
な
り
ま

す
。
改
定
さ
れ
る
手
数
料
の
お
も
な

も
の
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
戸
籍
の
謄
・
抄
本
(
一
通
二
百
円
)

▽
除
籍
の
謄
・
抄
本
(
一
通
三
百
円
)

▽
戸
籍
の
記
載
事
項
証
明
(

証
明
事
項
一
件
百
円
)

▽
除
籍
の
記
載
事
項
証
明
(

証
明
事
項
一
件
二
百
円
)

▽
受
理
証
明
書
(
一
通
百
円
)

▽
婚
姻
届
等
の
受
理
証
明
書
(
上
質

紙
)
の
も
の
(
一
通
(
百
円
)

▽
戸
籍
簿
の
閲
覧
(
一
戸
籍
百
円
)

▽
除
籍
簿
の
閲
覧
(
一
戸
籍
二
百
円
)

▽
届
書
類
の
閲
覧
(
書
類
一
件
百
円
)

な
お
、
郵
便
で
請
求
さ
れ
る
と
き

は
必
ず
現
金
寄
留
か
、
郵
便
局
の
定

額
小
為
替
(
千
円
以
下
)

が
便
利
で

す
。
な
お
、
郵
便
切
手
で
手
数
料
を

納
め
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

く
わ
し
く
は
、区
内
所
戸
籍
係
へ

■
安
売
り
デ
ー

豚
肉
　
四
月
二
十
四
日
(
十
)

※
区
内
の
黄
色
の
た
れ
幕
の
あ
る

匐
肉
屋
さ
ん
で
ど
う
ぞ
。

■
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の

抽
せ
ん
日
を
変
更

四
月
二
十
二
日
(
木
)
の
抽
せ
ん
は

交
通
ス
ト
の
た
め
、
二
十
四
日
(
土
)

に
変
更
し
ま
す
。

■
献
血
日
程

▽
四
月
三
十
日
(
金
)
北
千
住
駅
西
口

▽
五
月
四
日
(
火
)
北
千
住
駅
西
口

■ 花いっぱいコンクールの参加団体を募集中(審査会は5月上旬)、くわしいことは区内所区民係へ T. S　216, 0) 0


